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【実践報告①】 

自己理解から主体性へ 
ー生徒が自己理解を深め、主体的な進路選択ができる支援体制づくりー 

愛知県立一宮起工科高等学校 

 

１ はじめに 

愛知県立一宮起工科高等学校昼間定時制は、1999年（平成11年）に発足し、１年生３クラス、２年生

３クラス、３年生３クラス、４年生１クラスの計10クラスからなる小規模な学校である。在籍生徒の多

くは、一宮市、稲沢市から登校している。 

本校の目指す生徒像は、「基本的な生活習慣を身に付け、自主的・自律的に行動することができる人、

自他を尊重し様々な考えを認め合うことができる人、向上心を持ち努力することができる人」である。 

その実現に向けて、教育相談体制の充実を基盤とし、基礎学力の向上、基本的な生活習慣の確立と規

範意識の醸成、キャリア教育及び体験的な学習の充実を重点目標として、日々の教育活動を展開してい

る。また、本校の進路状況の特徴として、卒業後に就職する生徒は約６割、大学等への進学する生徒は

約３割を占めている。進路指導部を中心に、きめ細やかな就職指導や進学指導を行い、生徒一人一人の

多様な進路希望に応える指導体制を整えている。 

 

２ 実践研究内容                       

(1)  研究の概要 

 本研究の目的は、通級による指導を受ける

生徒に関する情報を校内で共有する仕組み

を整備し、生徒の自己理解への深化と、教員

による一貫した支援体制の構築を図るとと

もに、進路指導の連携を一層充実させること

である。 

 本校では、２・３年生の希望者を対象に、ソーシャルスキルトレーニングを中心とした通級による指

導を実施するとともに、職場見学や企業展などの進路行事を通して、生徒が自らの特性を踏まえた進路

選択ができるよう支援してきた。しかし、通級による指導を受ける生徒の実態や支援の視点について、

教職員間で十分に共有されていないという課題があった。 

 そこで、本研究では、支援スケジュール（資料１）に基づいて実践を行い、全教職員が参加する会議

において通級担当教員が生徒の状況を報告する取組を導入し、教職員の共通理解を促進するとともに、

生徒理解に基づく組織的・継続的な支援体制の構築に資するかを検討することとした。  

(2)  三つの取組について 

ア 自己理解を深める取組  

年２回実施している進路希望調査に自己理解シートを添付し、生徒が自らを振り返り、自己の特性を 

理解する力を育成する機会を設けた。 

自己理解シートの活用には、主に次の三つのねらいがある。一つ目は、生徒が自分自身の特性や能力

を認識することである。二つ目は、継続的に実施することで生徒の変容を把握し、今後の指導の改善や

充実につなげることである。三つ目は、他者評価を取り入れることにより、生徒自身の自己理解を一層

【資料１ 支援スケジュール】 
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深めることである。資料２は、生徒Ａの自己理解シートである。４月に実施したものと 10 月に実施し

たものを比較すると、生徒が自らの成長を実感している様子がうかがえる。また、個人面談や通級の授

業を通じて、自分ではできていると考えたことが、実際には十分ではなかったと気付く場面も見られた。

この取組を通じて、生徒は自己理解を着実に深めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次に通級による指導における実践について述べる。通級による指導では「社会生活に必要な挨拶や言

葉遣い、一般常 識などを身に付けること」「話し方や声の大きさ、話の順序などに気を付けて会話がで

きること」「卒業後の生活に向けて準備すること」の三つを年間目標として設定し、ソーシャルスキルト

レーニングを中心にさまざまな取組を行

っている。また、生徒自身が１年間の目標

を立て、定期考査ごとに振り返りをする

ことで自己理解を段階的に深めている

（資料３）。通級による指導では、「1週間

のできごと」として、1週間の中で心に残

った出来事をまとめて発表し、他者から

の質問を受けながら、話し方や聞き方に

ついて学ぶ活動を行っている。資料４で

は、４月に比べ、７月に実施した方が豊か

な表現で自分自身のことを伝えることが

できるようになっていることが読み取れ

る。その他、自己紹介プリントや身だしな

みついてのワークシートに取り組むな

ど、自分自身を振り返る機会を設け、自己

理解の深化を図っている。 

 

【資料３ 通級による指導の目標と振り返り】 

【資料２ 生徒Ａの変容】 



- 3 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 主体的な進路選択につなげる取組 

 主体的な進路選択につなげる取組の一つとして、１年生の総合的な探究の時間を活用し、キャリア教

育の充実を図る取組を行った。例えば、企業パネルディスカッションでは、３社の企業の方に来校して

いただき、質問形式を通して仕事の内容や働く意義について話していただいた。生徒Ｂのワークシート

からは、進路先に対する理解が深まっていることが読み取れる（資料５）。 

 

 

 

 

また、「しごと体験」では、建設業者の協力

を得て圧接体験を行ったり、介護施設の協力

を得て、介護体験を実施したりした。他にも、

卒業生を招き、高校生のうちに取り組んでお

くとよかったことや、現在従事している仕事

の内容、やりがいや苦労している点などにつ

いて話を聞く機会として「卒業生パネルディ

スカッション」を実施した。 

 さらに、２年生の夏休みには、職場見学と

して実際に企業を訪問し、企業の説明を受け

【資料４ 「1週間のできごと」について】 

【資料５ 生徒Ｂのワークシート】 

しごと体験の様子 

企業パネルディスカッションの様子 
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るとともに、仕事の現場を見学する行事を実施した。生徒Ｃのワークシートからも、進路先への理解が

深まっていることが読み取れる（資料６）。 

 

 

  

 

 

 

他にも、全校生徒を対象とした進路行事を年３回実施した。６月には１、２年生を対象に企業説明会

を実施するとともに、３・４年生の就職希望者を対象に企業の方による会社説明や面接練習を行った。

また、進学希望者を対象に、学校比較説明会を実

施した。11月には就職希望者を対象に企業展を実

施し、約 20 社の企業担当者に来校してもらい、説

明会を行った。生徒は、その中から３社を選び、

説明を聞くことができた。３月には進学希望者を

対象に体験授業を実施し、６校の大学や専門学校

の職員が来校して、体験的な授業を行い、生徒は

２校の体験授業を受講することができた。 

ウ 進路先への移行に向けた取組 

進路先への移行に向けた取組の一環として、生

徒の特性や強み、これまでの学びと成長の過程、

及び配慮事項を企業と共有するための「プロフィ

ールシート（資料７）」を作成した。本人及び保護

者の同意を得た上で、校内で蓄積してきた生徒理

解の情報を基盤とし、企業側が生徒の具体的な姿

をイメージできるよう情報を整理した。これによ

り、企業との相互理解を深め、生徒が新たな環境

へ安心して踏み出せるための基盤を構築した。 

また、教員が卒業生の就職先へ訪問し、実際の

【資料６ 生徒Ｃのワークシート】 

職場見学の様子 

【資料７ プロフィールシート】 
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業務の様子を見学するとともに、企業の担当者より、入社後の出勤状況および業務内容について説明を

受けた。あわせて、本人の日々の業務への取組状況や勤務態度、仕事の進め方等についても具体的な報

告を受けた。 

(3)  校内支援体制づくり 

 本校では、進路指導主事を中心に、進路先の企業や大学・専門学校との連携を構築するとともに、公

共職業安定所や就労支援機関など外部機関との連携を図っている。また、学校生活において気になる生

徒については、教育相談連絡会を実施し、学年や担任を中心に学校全体で情報を共有しながら、一人一

人に応じた指導ができるよう努めている。さらに、本校には教育相談事務員が常駐しており、スクール

カウンセラーやスクールソーシャルワーカーも週に１回程度勤務するなど、充実した相談体制が整えら

れている。加えて、教員を対象とした教育相談日を設け、生徒への教育相談に対して臨床心理士から助

言を得ながら事例研究を行うなど、職員のスキル向上にも取り組んでいる（資料８）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 実践の成果と課題 

 本研究の成果として、通級による指導を通して、生徒が自らの能力や特性を理解する力を育てること

ができた点が挙げられる。また、通級による指導を受ける生徒に関する情報を、全職員が参加する会議

において通級担当教員から報告する体制を整えたことで、職員間の情報共有が円滑になり、生徒の自己

理解を支援するとともに、学校全体で継続的に支援していくための基盤を構築することができた。 

 一方、今後の課題としては、深まった自己理解を、生徒一人一人の能力や特性に応じた進路選択へと

つなげていくことである。そのためには、生徒が自ら進路先について理解を深め、主体的に進路を考え

る力を育成するとともに、最終的に生徒自身に適した進路を選択できるよう、学校全体で一層の支援体

制を充実させていく必要がある。 

 

 

【資料８ 校内ネットワーク（校内支援体制）】 



　　　　　　　　　　　【別紙１　支援スケジュール（全体）】

特別な支援を必要とする子どもの卒業後の生活へのスムーズな移行に関する研究（支援スケジュール） 【一宮起工科高等学校】

取組 特別支援教育体制の構築

対象 校内連携

1年 2年 3年 理解 相談 情報 選択 表現

４月 ① ○ ○ ○ 総務 面談シート 〇 〇

② ○ ○ 進路 進路希望調査票 〇

① ○ ○ ○ 相談 クレペリン検査用紙 〇 〇

② ○ 進路 〇 〇 〇 〇

① ○ ○ 〇 〇 通級による指導（通年） 相談

① 〇 学校生活で気になる生徒について 相談 教育相談日①　臨床心理士

③ ○ ○ ○ 〇 個別の指導計画の作成 相談 個別の指導計画

5月 ① ○ ○ 進路 業者テスト 〇

① ○ ○ 生指 〇

① ○ 生指 〇 〇

② ○ 進路 進路希望調査票 〇

① 〇 学校生活で気になる生徒について 相談 教育相談日②　臨床心理士

① ○ ○ ○ 〇 欠席・遅刻の多い生徒について 担任 教育相談連絡会①

6月 ② ○ ○ ○ 進路 ワークシート 〇 〇

② ○ 総合 ワークシート 〇 〇

① ○ ○ ○ 相談 〇 クレペリン検査において気になる生徒 担任

② ○ 進路 〇

② ○ 〇 卒業する生徒の進路について 進路 進路情報交換会

7月 ②③ ○ ○ ○ 総務 〇 〇 進路面談 進路

②③ ○ 進路 〇 〇 プロフィールシート作成 進路 プロフィールシート

② ○ 斡旋就職する生徒の企業の決定 進路 進路指導委員会(就職)

8月 ② ○ 進路 〇 〇

② ○ 進路 履歴書 〇 〇 〇 〇

② ○ 進路 オープンキャンパス報告書 〇 〇

９月 ② ○ 進路 〇 〇 〇

① ○ ○ ○ 〇 欠席・遅刻の多い生徒について 担任 教育相談連絡会②

10月 ① ○ ○ ○ 生指 〇

① ○ ○ ○ 総務 面談シート 〇 〇

② ○ 総合 ワークシート 〇 〇

① 〇 学校生活で気になる生徒について 相談 教育相談日③　臨床心理士

11月 ② ○ ○ ○ 進路 ワークシート 〇 〇

② ○ ○ ○ 進路 進路希望調査票 〇 〇

① ○ ○ 相談 アンケート 〇 〇

② ○ 総合 ワークシート 〇 〇

① ○ ○ ○ 〇 欠席・遅刻の多い生徒について 担任 教育相談連絡会③

12月 ②③ ○ ○ ○ 総務 〇 〇 進路面談 進路

① ○ ○ 〇 〇 次年度通級の授業を希望する生徒について 相談 通級希望者の面談(本人・保護者)

1月 ② ○ 総合 〇 〇

① 〇 学校生活で気になる生徒について 相談 教育相談日④　臨床心理士

② ○ 〇 次年度卒業する生徒の進路について 進路 進路情報交換会

2月 ② ○ 就職希望者ガイダンス 進路 〇 〇

③ ○ ○ ○ 個別の支援計画の評価 相談 個別の指導計画

3月 ② ○ ○ ○ 進路 ワークシート 〇 〇

就職指導(履歴書作成,面接練習)

進学指導(面談)

就職試験

卒業生ディスカッション

学校祭(文化祭,体育祭)

個人面談

職業体験(圧接/介護)

企業展

①理解

②選択

③移行

研究推進

３つの柱

（取組）

進路希望調査

就職指導(会社訪問)

進路行事

パネルディスカッション

クレペリン説明会

保護者会

全ての生徒（ユニバーサルな視点）

学年

職場見学

就職ガイダンス(～9月)

進学ガイダンス

進路行事

進路希望調査

通級説明会　アンケート

パネルディスカッション

保護者会

校内・保護者・進路先との連携
取組内容（行事等）

個人面談

クレペリン検査

進路適性検査

課外学習

進路希望調査

活用ツール等
資質・能力

個別に取り組む内容・テーマ 担当 移行支援に関わる情報 担当

修学旅行

特別な支援を必要とする生徒 特別な支援を必要とする生徒

月 取組
教育活動 主導

分掌

能力・特性を表現し、伝える力

①自己理解を深める取組

②主体的な進路選択につなげる取組
個別相談 ③進路先への移行に向けた取組

活用ツール等

能力・特性を理解する力

相談 自ら相談し、支援を求める力

主体的な進路選択 情報 進路先を理解する力

選択 能力・特性に応じた進路を選択する力

自己理解

高めたい

資質・能力

理解

進路先への移行に向けた取組 表現



【別紙２　支援スケジュール（学年）】

略称

担当
理解相談情報選択表現 (分掌等)

② ○ 進路

① ○ 総務

① ○ 相談

① ○ 生指

① ○ 相談

① ○ 生指

① ○ 相談

② ○ 進路

② ○

③ ○

① ○

① ○

② ○

① ○ 総務

③ ○ 進路

② ○ 進路

③ ○ 進路

③ ○ 進路

① ○ 相談

９月

全
体

個
別

第2回教育相談連絡会

８月

全
体

就職指導

個
別

進学指導（面談）

進路情報交換会

７月

全
体

保護者会

就職指導（3年）

個
別

進路指導委員会（就職）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛知県立一宮起工科高等学校（昼間定時制）

特別な支援を必要とする子どもの卒業後の生活へのスムーズな移行に関する研究（支援スケジュール）

５月

全
体

修学旅行（3年）

個
別

第1回教育相談日

第３，４学年（卒業予定者）

自己理解

主体的な進路選択

進路先への移行に向けた取組

略称

４月

第1回教育相談日

全
体

資質・能力取
組

月 活用ツール等

能力・特性を理解する力

自ら相談し、支援を求める力

進路先を理解する力

能力・特性に応じた進路を選択する力

能力・特性を表現し、伝える力

個人面談

理解

相談

情報

選択

表現

第2回教育相談連絡会

高めたい
資質・能力

教育活動
取組内容（行事等）

進路希望調査（2，3年）

対
象

研究推進
３つの柱
（取組）

①理解

②選択

③移行

個
別

クレペリン検査

HR委員（前期）

６月

全
体

進路行事

進学ガイダンス（3年）

第1回生活アンケート

個
別

クレペリン説明会



【別紙２　支援スケジュール（学年）】

略称

担当
理解相談情報選択表現 (分掌等)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛知県立一宮起工科高等学校（昼間定時制）

特別な支援を必要とする子どもの卒業後の生活へのスムーズな移行に関する研究（支援スケジュール）

第３，４学年（卒業予定者）

自己理解

主体的な進路選択

進路先への移行に向けた取組

略称

資質・能力取
組

月 活用ツール等

能力・特性を理解する力

自ら相談し、支援を求める力

進路先を理解する力

能力・特性に応じた進路を選択する力

能力・特性を表現し、伝える力

理解

相談

情報

選択

表現

高めたい
資質・能力

教育活動
取組内容（行事等）

対
象

研究推進
３つの柱
（取組）

①理解

②選択

③移行

① ○ 生指

① ○ 総務

① ○ 保厚

① ○ 生指

① ○ 相談

① ○ 相談

① ○ 生指

① ○ 総務

① ○ 総務

① ○ 相談

① ○ 教務

３月

全
体

個
別

２月

全
体

自己評価シート

個
別

１月

全
体

第3回生活アンケート

個
別

第4回教育相談日

12月

全
体

球技大会（ボーリング）

保護者会

個
別

11月

全
体

個
別

第3回教育相談連絡会

10月

全
体

学校祭（文化祭，体育祭）

HR委員

個
別

第3回教育相談日

第2回生活アンケート

個人面談
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